


「栄養」章末問題（参考）
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１．下図は，私たちのからだの構成成分とその比率を示している。次の問いに答えなさい。
(1)　図中の　　にあてはまる栄養素名を答えなさい。
(2)　図中の（　　）にあてはまる数字を答えなさい。
からだを構成する成分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
水分　　　　　　　（　　　）％
　　　　　　　　　　　　　　　　15～20　％
　　　　　　脂肪　　　　　　　　13～20　％
　　　　　　　　　　　　　　　　５～６　％
　　　　　　糖質　　　　　　　（　　　）％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．下図は栄養素の種類を示している。次の問いに答えなさい。
(1)　図中の（　　）にあてはまる栄養素名を答えなさい。
(2)　図中の枠　Ａ，Ｂ　のまとまりをそれぞれ何というか答えなさい。


Ａ
Ｂ　
（　　　　　　　）
ミネラル
（　　　　　　　）


（　　　　　　　）

脂質


第２章　

１．炭水化物
(1)　単糖類は（　　）に溶けやすく，（　　）がある。炭素数が５個の（　　）及び６個の（　　）が生体内では重要である。
(2)　少糖（オリゴ糖）類は単糖類と同じく，（　　）に溶けやすく，（　　）がある。結合している単糖類の数により，二糖類，三糖類，四糖類などとよぶ。（　　）糖などには，（　　）の働きをよくする機能がある。
(3)　多糖類は多数の単糖が結合した（　　）で，一般に水に（　　）で（　　）もない。でんぷんは（　　）が多数結合したものである。ぶどう糖が直鎖状に結合したものを（　　），枝分かれ状に結合したものを（　　）という。また，消化酵素により部分的に分解され，ぶどう糖が数十個結合しているものを（　　）という。
(4)　血液中のぶどう糖濃度を血糖値といい，（　　）というホルモンにより，約（　　）％に保たれている。
(5)　消化・吸収された炭水化物１ｇは体内でおよそ（　　）kcalのエネルギーになる。日常摂取する炭水化物で最も多いものは（　　），次いで（　　）と異性化糖である。
２．脂質
(1)　単純脂質は（　　）とアルコールが結合したもので，（　　）と「ろう」に分けられる。
(2)　複合脂質は（　　）と脂肪酸以外に他の成分が結合したもので，（　　）と（　　）がある。
(3)　（　　）は，単純脂質と複合脂質以外の脂質である。
３．たんぱく質
(1)　たんぱく質は（　　）が鎖状に結合した（　　）である。アミノ酸とアミノ酸の結合のしかたを（　　）という。たんぱく質は多数のアミノ酸が結合した（　　）である。
(2)　たんぱく質を構成するアミノ酸は（　　）種類である。そのうち体内で合成できない（　　）種類のアミノ酸を（　　）といい，それらは食物から取り入れなければならない。
(3)　一般に（　　）性たんぱく質や（　　）たんぱく質は必須アミノ酸をバランスよく含むので，良質たんぱく質とよばれている。
４．ビタミン
(1)　人に必要なビタミンは（　　）種類である。
(2)　（　　）性ビタミン（　　）種類は，水に溶けにくくアルコールや油脂にとけ，体内に（　　）しやすい。
(3)　（　　）性ビタミン（　　）種類は，水に溶け，体外に（　　）されやすいので毎日摂取する必要がある。
５．次の問いに答えなさい。
(1)　栄養上重要な六炭糖を３つ挙げ，それぞれの所在を答えなさい。
(2)　主な二糖類を３つ挙げ，その構造と所在を答えなさい。
(3)　グリコーゲンのように動物の肝臓や筋肉に多く含まれる多糖を何というか。また，そのはたらき（役割）を答えなさい。
(4)　食物繊維には，①ぶどう糖の小腸内での吸収がゆっくり行われる，②コレステロールの吸収が妨げられる，という性質がある。この性質により生じる効果（役立つこと）は何か答えなさい。
(5)　ｎ－３系，ｎ－６系脂肪酸の名称とはたらき（作用）を答えなさい。
(6)　たんぱく質の動的平衡について説明しなさい。
(7)　ビタミンの過剰症について説明しなさい。
(8)　ミネラル（無機質）のはたらきを４つ答えなさい。
(9)　機能性成分「カロテノイド」「フラボノイド」のはたらき（作用）を答えなさい。また，それぞれを多く含む食品を調べなさい。

◎　研究課題
１．りん酸塩が食品添加物として使われている加工食品にはどのようなものがあるか調べてみよう。
２．デキストリンおよびレシチンが使われている食品を探し，それぞれが使われている目的についてまとめよう。


第３章　

１．早食いの人がエネルギーを多く摂取しやすい理由を簡単に述べなさい。
２．「消化」「吸収」の仕組みを簡単に説明しなさい。



第４章
　なし



第５章　
　なし



第６章　

１．次の文の（　　）にあてはまる言葉や数を答えなさい。
(1)　授乳期の栄養手段には（　　）栄養，（　　）栄養，（　　）栄養がある。どの場合も乳児が欲したときに与える（　　）がよいとされている。
(2)　生後３～５日ごろに分泌される（　　）には，β‐カロテンやたんぱく質の含有量が多く，（　　），（　　）が高濃度に含まれているので，乳児を感染症から守るはたらきがある。
(3)　妊娠可能な女性について，将来の胎児の神経管閉鎖障害のリスク低減のため，（　　）を十分に摂取するなど，妊娠前からの健康管理が重要である。
(4)　労働や運動で身体活動が活発になると必要な（　　）が増加する。増加したエネルギー量は主に（　　）で摂取するが，エネルギー消費量が大きいときは（　　）を増やすとよい。また，同時に必要な（　　）類も十分に摂取する必要がある。






第７章　

１．次の文の（　　）にあてはまる言葉を答えなさい。
(1)　一般治療食は，特に栄養素の制限はない。食形態により，常食，（　　），（　　）に分類され，主菜や副菜も主食の形態に合わせた調理法となる。
(2)　特別治療食は，疾患別の特徴や栄養的な（　　）の中で，（　　）の修復に必要な栄養素を補い，（　　）の手段として用いられる食事である。特別治療食は，（　　）と（　　）に分類される。
(3)　経口的な摂取，消化・吸収などの能力が低下したときの栄養補給法には，（　　），チューブを通して流動食を直接消化管に投与する（　　），栄養素を静脈に注入する（　　）がある。
２．消化管の病気の際の食事について，下の表にまとめなさい。

	
	状態・特徴
	食べ方ほか

	胃潰瘍・
十二指腸潰瘍
	
	

	便秘
	
	

	下痢
	
	





第８章　

１．次の文の（　　）にあてはまる言葉を答えなさい。
(1)　砂糖液を加熱濃縮すると，170～180℃で（　　）ができる。カスタードプリンのソースは，これを薄めたものである。
(2)　小麦粉をバターで炒めて作った（　　）では，（　　）は起こらないが，でんぷんの（　　）がおこる。（　　）をスープなどで溶き，加熱して作った（　　）は，粘り気は減少するが，（　　）は良くなる。
(3)　油脂を構成する多価不飽和脂肪酸が空気中の（　　）と反応して（　　）を生じる反応がある。これを（　　）という。油脂は，酸素のほかに（　　）（　　）（　　）を避けて保存し，劣化する前に（　　）することが望ましい



第９章

１．次の文の（　　）に当てはまる言葉を答えなさい。
(1)　PFCバランスとは（　　），（　　），（　　）から摂取または供給されるエネルギーの構成比率をさす。
(2)　食品の摂取量では，20～30歳代で（　　），（　　）が減少している。
(3)　1970年以降，外食産業や冷凍食品・調理済みレトルト食品が急速に普及し，家庭内で行われていた調理や食事がこれらの利用へ移っていった。これを（　　）と呼んでいる。また，近年は調理済み食品を家庭に持ち帰って食べる（　　）が増加している。
２．高齢化社会を迎えるにあたって，中食をどのように利用するのが望ましいのか考えてみよう。
３．食料自給率が低下することによる不測の事態とはどのようなことを指すのか，具体的に答えなさい。
４．食品ロスを減少させるためにはどのような取り組みを行うべきか考えてみよう。




